


























































































































































































































































































































































































































































































敵方に対し悪口すべからざる事。 ﹂ ︵信玄家法︶ 、 ﹁敵





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































揮して死を迎え れることが必要 もなる。 ﹃
葉隠
﹄
の弱点に目をつ
ぶってはならないが、
同時に人々が﹃
葉隠
﹄
に共鳴する理由や論拠を
倫理面や思想面から解き明かすこ が不可欠であろう。
その意味では、
松田や山本
( 博
) の仕事はそれに応えていない。
　
第四に、
日本思想史上での﹃
葉隠
﹄
の位置づけについてである。
山
二〇
鹿児島県立短期大学紀要
　
第六六号︵二〇一五︶
分な事実にもとづいた確定的な結論とまではいえない。
それゆえ、
歴
史家や思想史家によって、
武士道の連続性と非連続性についての歴史
研究、
および幕末期での葉隠思想の受容とその影響・
歴史的役割につ
いての検証が今後いっそう進められる必要がある。
63
63　
最終的に読者は、
山本
( 博
) から、
姑息な
﹁ただの言葉﹂
の書として孤立している
﹃葉
隠﹄
を決して評価してはならない、
という結論を聞かされる。 ︵前掲
﹃ ﹃葉隠﹄
の武士道﹄
一九六頁
︶　
人権と民主主義を基調とする現代において、
非理性的直情的な言動や
主従道徳の絶対化を説く﹃
葉隠
﹄
を評価するな、
という本旨であれば、
そのかぎり
で賛成である。
しかし、
今日では、
もっと多面的な評価︵
なにより倫理的、
思想史
的評価の補完・
展開
︶
が必要であろう。
それにしても、
山本
( 博
) が近刊書の﹃
武士
道の名著
﹄ ︵
中公新書
︶
の中で、
かつて全面否定していた︵
かに見える
︶ ﹃
葉隠
﹄
を
名著 一つとして紹介しているのは、不可思議である。
